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巻頭言

　今から37年前、「地域の苦労を自分の
苦労に」という奇想天外なキャッチフ
レーズをかかげながら、過疎化がすすむ
北海道浦河町で起業を通じた“社会進出”
をめざして、統合失調症や依存症などの
精神障害を経験した若者有志と会社設立
に向けたミーティングをした時のことで
す。起業のきっかけは、当時、私が勤め
ていた病院の営繕部門が行う敷地・施設
管理（草刈りや廃棄物の処理）部門が、と
きどきアルバイトを募集していることに
目を付け、メンバーの雇用を病院側に働
きかけたことに端を発しています。病院
側の出してきた条件は、個人ではなく会
社との契約でした。急遽、私たちは、メ
ンバー有志に声をかけて会社の設立につ
いて話し合う場を持ちました。すでに、
メンバー有志で日高昆布の産直をめざし
た作業所の運営（1984年・浦河べてるの
家）をし、入院患者のために紙おむつの
宅配にも挑戦していました。10人ほどで
はじめた話し合いは、最初から暗礁に乗
り上げ、いつもは明るいメンバーもいつ
になく口数が少なく暗いムードに包まれ
ました。それもそのはず、働くことにさ
え自信がなかったメンバーにとって会社
を経営することは、想像もできないこと
でした。すると、そのやり取りを聞いて

いた一人の統合失調症を持つ女性が口火
を切りました。「そうだよね、あんた達
みたいな頭がおかしい人が会社つくって
やっていけるんだったら、世の中苦労し
ないよね」その一言に、早坂潔さん（現：
べてるの家代表）が猛烈に反発をしまし
た。「なんだその言い方は！」「あんただっ
ておかしいじゃないか！」それをきっか
けに話し合いは、大いに盛り上がりまし
た。その議論をまとめたのが、薫さんと
いうメンバーの言葉でした。私たちが、
紙おむつの宅配に挑戦していたことを踏
まえて彼女は「自分たちは、病気の経験
があるから、介護とか地域の困っている
人の役に立つ会社ができる気がする」と
語ったのです。そして、最後に潔さんの

「頭にきたから会社つくるべ！」という
一言で会社の設立が決まりました。です
から、いまでも会社の設立に悲観的な
ムードの中で、火を投げ込んでくれた彼
女は、会社設立の立役者として語り継が
れています。
　そのような経験を通じて、私たちが大
切にしてきた場づくりのイメージが、「黒
土のような場」であり、「里山のような場」
です。仏教用語に「依正不二」（えしょう
ふに）という言葉がありますが、自然環
境と私たち人間は、密接不可分の関係に
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あり、人間も自然の一部であり、「死ぬ
こと―土に還る」を通じて、循環の営み
の中にあることを意味します。（『土中環
境』高田宏臣著）これは「お前は顔に汗
を流してパンを得る。土に返るときまで。
お前がそこから取られた土に。塵（ちり）
に過ぎないお前は塵（ちり）に帰る」（旧約
聖書：創世記３章19節）という世界観と
共通し、古代の人たちが描いた「ウロボ
ロスの蛇」（古代ギリシア語で、自分の尾
を飲み込む蛇の意味）に象徴されるよう
な宇宙と自然、そして人間の循環のイ
メージとも重なります。
　つまり、この世界観、人間観は、世の
中の人々を良い人と、悪い人に選別した
り、正しいことの積み重ねが社会を生き
やすくするという発想とは異なるものだ
と私は理解しています。その一例が、先
に紹介したべてるの会社設立に向けた話
し合いの場面です。このことは『「この
人さえいなかったら」という人のおかげ
で新しい事業が生まれ「もっとも能率の
悪い人」のおかげで職場に工夫と創造力
が培われ、「病気」のお陰で、一番大切
なものを見失うことなく、「山積みの苦
労」によって場に助け合いが生まれて、

職場の雰囲気がよくなり、それが人と場
の成長をうながす』という苦労の循環を
うながす場づくりのイメージをもたらし
ました。そして、私たちは「今日も、明
日も、明後日も、問題だらけ」という現
実を生きながら、「それで順調」という“機
嫌の良さ”を大切にする手立てとして「当
事者研究」（2001年）という活動を生み出
したのです。この当事者研究は、「日常
の困りごと、苦労、思いがけず上手くいっ
たこと、それらを話題（テーマ）として、
お互いの間に置きながら語り合い、考え
る機会（対話）を重ねること。そして、そ
こから見出した知恵とかけがえのない経
験を分かち合い、活かしあう活動」とし
て続いています。
　私は、協同労働のめざす「協同」とは、
働く場と地域の中に「黒土」や「里山」
のような循環を実現する試みであり、当
事者研究とは、そのような場や地域の有
機的な発酵を促進する酵母のようなもの
だと考えています。その意味でも、各地
ではじまっている共通の世界観をもつ協
同労働と当事者研究の「協同の試み」は、
それ自体が貴重な社会実験だと言えるで
しょう。


